
中
国
福
建
省
の
古
塔

濱
　
島
　
正
　
士

　
は

じ
め
に

一　
遺
構
の
概
要

二
　
各
遺
構
の
形
式
手
法

三
　
時
代
的
変
遷

四
　
日
本
の
建
築
様
式
と
の
比
較

論

文

要

旨

　
中
国
の
福
建
省
地
方
は
、
中
世
初
頭
の
東
大
寺
再
建
に
際
し
て
取
り
入
れ
ら
れ
、
以
後
の

日
本
建
築
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
大
仏
様
と
き
わ
め
て
関
係
が
深
い
地
域
と
さ
れ
て
い

る
。
そ
の
福
建
省
に
残
る
十
世
紀
か
ら
十
七
世
紀
に
か
け
て
建
立
さ
れ
た
古
塔
に
つ
い
て
、

構
造
形
式
、
様
式
手
法
を
通
観
し
、
そ
の
時
代
的
変
遷
を
考
察
す
る
と
と
も
に
、

以
前
の
仏
堂
遺
構
も
加
え
て
大
仏
様
と
の
関
連
を
探
っ
て
み
る
。

十
二
世
紀

中国福建省の古塔

219



国立歴史民俗博物館研究報告　第50集　（1993）

は

じ
め
に

　
中
国
の
福
建
省
地
方
は
、
鎌
倉
時
代
初
め
の
東
大
寺
再
興
に
際
し
て
俊
乗
房
重
源

が

採
用
し
た
建
築
様
式
「
大
仏
様
」
と
関
係
が
深
い
と
さ
れ
て
い
る
地
域
で
、
日
本

建
築

と
の
交
流
を
考
え
る
上
で
き
わ
め
て
重
要
な
関
係
に
あ
る
。
筆
者
は
、
平
成
三

年
十
月
に
古
都
調
査
保
存
協
力
会
（
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
内
）
が
「
伝
統
的
文

化
財
保
存
技
術
の

調
査
研

究
」
の
一
環
と
し
て
実
施
し
た
福
建
省
地
方
の
古
建
築
調

査
に
参
加
し
、
多
く
の
古
建
築
を
実
見
す
る
機
会
を
得
た
。
調
査
は
限
ら
れ
た
範
囲

内
で
短
い
期
間
内
の
も
の
で
は
あ
っ
た
が
、
塔
に
つ
い
て
は
、
十
世
紀
か
ら
十
七
世

紀
に
か
け
て

建
立

さ
れ
た
も
の
を
か
な
り
ま
と
め
て
見
る
こ
と
が
で
き
、
ま
た
大
仏

様
の

原

形
に

関
連
す
る
か
も
し
れ
な
い
十
二
世
紀
以
前
の
仏
堂
も
見
る
こ
と
が
で
き

た
。
そ
こ
で
、
当
地
方
の
塔
に
つ
い
て
構
造
形
式
・
様
式
手
法
の
流
れ
を
概
観
す
る

と
共
に
、
仏
堂
も
加
え
て
大
仏
様
と
の
関
連
を
探
っ
て
み
る
こ
と
と
し
た
い
。

　

な
お
、
中
国
の
古
塔
に
関
す
る
著
作
と
し
て
は
、
代
表
的
な
遺
構
に
つ
い
て
写
真

と
各
個
解
説
を
載
せ
た
『
中
国
古
塔
精
華
』
（
張
駅
簑
・
羅
哲
文
、
一
九
八
八
年
）
、

『
中
国
古
塔
』
（
羅
哲
文
、
一
九
九
一
年
）
、
『
中
国
古
塔
』
（
写
真
の
代
り
に
ス
ケ
ッ

チ

を
添

え
る
、
除
華
鎧
、
一
九
八
四
年
）
な
ど
が
あ
り
、
福
建
省
の
遺
構
も
何
塔
か

含

ま
れ
て
い
る
。
ま
た
、
『
中
国
古
代
建
築
技
術
史
』
（
中
国
科
学
院
自
然
科
学
史
研

究
所
編
、
一
九
八
五
年
）
に
は
博
塔
と
石
塔
に
分
け
て
概
要
を
記
し
て
い
る
ほ
か
、

福
建
省
泉
州
地
方
の
遣
構
に
つ
い
て
は
『
泉
州
古
建
築
』
（
泉
州
歴
史
文
化
中
心
編
、

一
九

九
一
年
）
に
詳
述
さ
れ
て
い
る
。
日
本
で
の
論
考
と
し
て
は
、
『
中
国
建
築
史

叢
考
仏
塔
篇
』
（
村
田
治
郎
、
］
九
八
八
年
）
、
『
遼
金
時
代
の
建
築
と
其
仏
像
』
（
竹

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

島
卓
一
、
一
九
四
四
年
）
、
「
両
漸
の
宋
元
古
建
築
」
（
関
口
欣
也
、
仏
教
芸
術
一
五
　
2

五
・
一
五
七
、
一
九
八
四
年
）
な
ど
が
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
福
建
省
の
遺
構
に
つ
い

て

は

ほ

と
ん
ど
触
れ
て
い
な
い
。

一　
遺
構
の
概
要

　
現
存
す

る
中
国
の
古
塔
は
、
全
体
が
木
造
で
で
き
て
い
る
も
の
は
仏
宮
寺
釈
迦
塔

（
山
西
省
応
県
、
一
〇
五
六
年
）
一
基
だ
け
で
、
ほ
か
は
石
造
と
塘
造
、
あ
る
い
は

軸
部
が
石
造
・
博
造
で
組
物
・
軒
を
木
造
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
福
建
省
の
古
塔
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

把
握
で

き
る
遺
構
二
十
数
基
の
う
ち
博
造
が
二
基
、
陶
製
が
二
基
あ
る
ほ
か
は
石
造

　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

で
、
石
造
の
う
ち
一
基
は
組
物
・
軒
が
木
造
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
形
式
に
つ
い
て
は
、

中
国
の
古
塔
に
は
楼
閣
式
（
層
塔
）
、
密
櫓
式
（
櫓
塔
）
・
ラ
マ
塔
・
金
剛
宝
座
塔
の

ほ

か
亭
閣
式
（
一
重
塔
）
・
花
塔
な
ど
が
あ
る
が
、
福
建
省
で
は
す
べ
て
が
楼
閣
式

　
（
3
）

で

あ
る
。
平
面
形
は
中
国
で
は
八
角
形
が
多
く
、
ほ
か
に
方
形
・
六
角
形
・
十
二
角

形
・
円
形
が
あ
る
が
、
福
建
省
で
も
八
角
形
が
多
く
、
ほ
か
は
方
形
と
六
角
形
が
二

基
ず
つ
あ
る
。
こ
れ
ら
福
建
省
の
古
塔
の
建
立
年
代
に
つ
い
て
は
明
ら
か
で
な
い
も

の

も
あ
る
が
、
宋
代
が
多
く
て
元
代
以
降
は
比
較
的
少
な
く
、
古
い
も
の
で
は
五
代

が
一
基
だ
け
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
福
建
省
で
は
宋
代
に
建
て
ら
れ
た
、
石
造
で
八
角
平
面
を
も
つ
楼

閣
式
の
塔
が
多
い
が
、
細
部
を
見
る
と
、
木
造
の
手
法
を
何
ら
か
の
形
で
表
わ
し
た

も
の
が
多
く
、
日
本
の
大
仏
様
や
禅
宗
様
と
似
た
手
法
も
み
ら
れ
る
。
今
回
実
見
し



表
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尊
一
名

称
一
所
旦
建
立
年
代
　
　
構

造

形

式

軸

部

組

物

1234567891011

崇
妙
保
聖
堅
牢
塔

（烏
塔
）

東
　
　
岩
　
　
塔

湧
泉
寺
双
塔

（
千
仏
塔
）

水
　
　
南
　
　
塔

三

　
峰
寺
塔

広

　
化
寺
　
塔

（
釈
迦
文
仏
塔
）

崇
　
福
　
寺
　
塔

（
応
庚
塔
）

塔（関
）万
　寿
　塔鎖
　、
　姑
　捜塔

天

皇

寺

仙

塔

開
元
寺
西
塔

（
仁
寿
塔
）

開
元
寺
東
塔

（鎮
国
塔
）

福
州
市

蒲
田
市

福
州
市

福
清
県

長
楽
県

蒲

田
市

蒲
田
市

晋
江
県

連
江
県

泉
州
市

泉
州
市

九
四
一
年

九
九
〇
年

一
〇
八
二
年

二
二
七
年

（
＝
四
一

年
修
理
）

一
一
二
七
年

一
一
六
五
年

宋二
三
一
～

六
二
年

宋
　
代

一
二
三
七
年

一
二
五
〇
年

石
造
、
八
角
七
重

石
造
、
八
角
三
重

陶
製
、
八
角
九
重

石
造
、
八
角
七
重

石
造
、
八
角
七
重

石
造
、
八
角
五
重

石
造
、
八
角
七
重

石
造
、
八
角
五
重

石
造
、
八
角
現
二

重石
造
、
八
角
五
重

石
造
、
八
角
五
重

円
柱
、
初
重
武
人
像

柱
形
な
し

円
柱
、
頭
貫
、
腰
貫

礎
盤
、
円
柱
（
縦
溝
付
）

三
柱
式
柱
、
初
重
武
人
像

礎
盤
、
三
柱
式
柱
、
地
覆
・

方

立
・
貫

三
柱
式
柱
、
頭
貫
・
方
立
・

扉
・
窓
形

三
柱
式
柱

方
柱

礎

盤
、
円
柱
、
虹
梁
形
頭

貫
、
方
立
・
貫
、
繋
虹
梁

礎
盤
、
円
柱
、
虹
梁
形
頭

貫
、
方
立
・
貫
、
繋
虹
梁

蛇
腹
形
四
段

蛇

腹
形
（
初
重
三
段
、
二

重

ニ
ニ
重
二
段
）

四
手
先
、
詰
組

　木腹尾

　　　四形垂

　～一木

大
斗
、
蛇
腹
形
二
段
、
一
手

通
肘
木
、
手
先
肘
木
・
詰
組

式
、
隅
尾
垂
木
、
初
重
は
蛇

腹
形
三
段
の
み

大

斗
、
蛇
腹
形
二
段
、
丸

桁
、
一
手
通
肘
木
、
手
先
肘

木
・
詰
組
式
、
拳
鼻
、
隅
尾

垂
木

大
斗
、
蛇
腹
形
二
段
・
一
手

通
肘
木
・
丸
桁
、
手
先
肘
木

大
斗
、
蛇
腹
形
二
段

円
形
大
斗
、
蛇
腹
形
二
段
、

一
手
通
肘
木
・
丸
桁
、
入
八

双
形
二
段

二
手
先
、
詰
組
、
丸
桁
、
拳

鼻
、
隅
尾
垂
木

二
手
先
、
詰
組
、
　
一
手
通
肘

木
、
丸
桁
、
拳
鼻
、
壁
付
・

一
手
に
絵
様
肘
木
、
隅
尾
垂

木

軒

・

屋

根
　
内
部
構
造

一
備
考

ご

く
短
い
板
軒
、

瓦
葺
形

板
軒

一
軒
垂
木
形
、
瓦

葺
形

板
軒
、
隅
木
（
四

～
七
重
）

形重板
　な軒

遍
瓦ご

　葺初

板
軒
・
隅
木
、
瓦

葺
形

一
軒
垂
木
形
、
隅

木
、
瓦
葺
形

板
軒

一
軒
垂
木
形
、
瓦

葺
形

一
軒
垂
木
形
、
瓦

葺
形

石
柱
蔵
梯
式

空
筒
状

石
柱
蔵
梯
式

空
筒
状
か

実
心

空
筒
状
か

心
柱
内
廊
式

心
柱
内
廊
式

未
調
査

小
規
模

小
規
模

未
調
査

未
調
査
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番
号

1213141516

名

称

六
　
　
勝
　
　
塔

定
光
寺
　
塔

（白
塔
）

瑞
　
　
雲
　
　
塔

不

祥

安

海
　
白
　
塔

所

在
言
立
年
代

晋
江
県

福
州
市

福
清
県

晋
江
県

二
二
三
九
年

一
五
四

八
年

改
造

一
六
〇
六
年

不
　
祥

不
　
祥

（明
代
か
）

構

造

形

式

軸

部

組

物

軒

・

屋
　
根

石
造
、
八
角
五
重

礎

盤
、
円
柱
、
虹
梁
形
頭

貫
、
方
立
・
貫
、
繋
虹
梁

二
手
先
、
詰
組
、
一
手
通
肘

木
、
丸
桁
、
拳
鼻

一
軒
垂
木
形
、
瓦

葺
形

内
部
構
造
　
　
備
　
考

博
・
木
造
、
八
角

七
重

石
造
、
八
角
七
重

石
造
、
六
角
五
重

博
造
、
六
角
五
重

礎
盤
、
円
柱
、
柱
頭
飾

礎
盤
、
三
柱
式
柱
、
貫

柱
な
し

円
柱

蛇
腹
形
一
段

大
斗
、
蛇
腹
形
二
段
、
一
手

通
肘
木
、
手
先
肘
木
・
詰
組

式
、
入
八
双
形
二
段

腕
木

三
手
先
、
詰
組
式

心
柱
内
廊
式

瓦
葺

空
筒
状

板
軒
、
瓦
葺
形

板
軒

瓦
葺

石
柱
蔵
梯
式

実
心
か

も
と
　

木
造

　
註
　
1
　
内
部
構
造
の
呼
称
に
つ
い
て
は
『
中
国
古
代
建
築
技
術
史
』
に
よ
っ
た
。

　
　
2
　
未
調
査
の
遺
構
に
つ
い
て
は
『
中
国
古
塔
清
華
』
に
よ
っ
た
。

た

十
三
基
の

遺
構

と
、
先
に
あ
げ
た
中
国
の
著
作
に
載
せ
て
あ
る
遣
構
の
三
基
に
つ

い

て
、
細
部
の
形
式
手
法
を
ま
と
め
る
と
右
表
の
よ
う
に
な
る
。

　
以

下
、
実
見
し
た
主
要
な
遺
構
に
つ
い
て
少
し
詳
し
く
み
て
み
よ
う
。

二
　
各
遺
構
の
形
式
手
法

　
1
　
湧
泉
寺
双
塔
（
千
仏
塔
、
福
州
市
）

　
天
王
殿
の
前
方
左
右
に
建
つ
同
規
模
・
同
形
式
の
塔
で
、
高
さ
七
メ
ー
ト
ル
弱
、

陶
製
、
八
角
九
重
、
一
〇
八
二
年
の
製
作
と
い
う
。
軸
部
は
四
角
の
礎
盤
（
初
重
の

み
）
・
円
柱
・
頭
貫
・
腰
貫
を
造
り
、
正
面
・
背
面
・
両
側
面
を
仏
寵
と
し
、
ほ
か

四

面
に

は
小

仏
の
浮
彫
を
付
け
る
。
組
物
は
四
手
先
状
の
も
の
を
詰
組
と
し
、
斗
に

は

皿
が

付
く
。
軒
は
一
軒
で
垂
木
形
を
造
り
、
屋
根
は
瓦
葺
形
と
す
る
。
細
部
の
造

り
は
や
や
粗
雑
で
、
納
ま
り
の
お
か
し
い
と
こ
ろ
も
あ
る
が
、
木
造
の
手
法
を
よ
く

写
し
て
い
る
。

　
2
　
崇
妙
保
聖
堅
牢
塔
（
烏
塔
、
福
州
市
）

　
五
代
の
九
四
一
年
に
建
立
さ
れ
た
、
石
造
の
八
角
七
重
塔
で
あ
る
。
小
石
材
を
積

ん

で
造

る
積
石
式
で
、
土
台
・
円
柱
（
初
重
は
武
人
の
立
像
）
・
台
輪
を
造
り
、
四

段
の

蛇
腹
形
の

造

り
出
し
で
軒
を
持
ち
出
し
、
瓦
葺
形
の
屋
根
石
を
置
く
。
土
台
に

は
格
狭
間
を
刻
み
、
円
柱
に
は
胴
張
り
を
付
け
る
。
蛇
腹
形
は
下
二
段
が
角
張
っ
て

い

て
、
こ
れ
が
組
物
の
二
手
先
を
表
し
、
上
二
段
が
軒
を
表
し
て
い
る
の
か
も
し
れ

な
い
。
壁
面
に
は
二
面
に
入
口
（
初
重
の
み
一
面
）
を
設
け
る
が
、
そ
の
位
置
は
奇

数
階
が
正
面

と
背
面
、
偶
数
階
が
両
側
面
と
な
る
。
ほ
か
六
面
（
初
重
の
み
七
面
）

に
は
仏
寵
を

設
け
て

お

り
、
仏
寵
の
楯
は
火
灯
曲
線
を
造
っ
て
い
る
。
屋
根
上
は
回

り
縁
と
し
、
卍
崩
し
の
浮
彫
を
付
け
た
高
欄
石
を
付
け
る
。
内
部
は
、
階
段
以
外
は
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石
を

充
填
す

る
石
柱
蔵
梯
式
で
、
階
段
は
矩
折
り
に
設
け
ら
れ
、
上
重
へ
上
る
と
縁

へ
出
て
出
口
と
は
反
対
側
の
入
ロ
へ
回
る
こ
と
に
な
る
。

　
3
　
水
南
塔
（
福
清
県
）

　
石
造
の

八
角
七
重
塔
で
、
登
る
こ
と
が
出
来
る
塔
と
し
て
は
規
模
が
小
さ
い
。
積

石
式

で
、
軸
部
は
土
台
上
に
礎
盤
・
円
柱
を
造
る
。
円
柱
に
は
縦
溝
が
付
き
、
初
重

～
四
重
は
壁
面
と
同
じ
く
積
石
で
あ
る
が
、
五
重
以
上
は
一
石
で
造
ら
れ
て
い
る
。

各
重

と
も
一
面
に
入
口
、
ほ
か
七
面
に
仏
寵
を
設
け
、
初
重
入
口
脇
に
は
立
像
を
置

く
。
入
口
と
仏
寵
は
、
初
重
～
三
重
は
ア
ー
チ
形
で
あ
る
の
に
対
し
、
四
重
以
上
は

入

口
は
持
送
り
を
付
け
た
楯
式
、
窓
は
角
形
と
す
る
。
組
物
と
軒
も
初
重
～
三
重
と

四

重
以

上
で
は

少
し
異
な
る
。
初
重
～
三
重
で
は
柱
上
に
大
斗
を
置
い
て
大
斗
間
に

浮
彫
を

入
れ
、
蛇
腹
形
と
板
軒
形
を
三
段
に
重
ね
、
屋
根
上
は
水
平
で
縁
と
す
る
。

こ
の
三
段
の
造
り
出
し
は
曲
面
が
緩
や
か
で
、
蛇
腹
形
を
一
段
と
み
る
の
か
二
段
と

み

る
の
か
判
断
し
難
い
。
大
斗
上
に
は
尾
垂
木
を
入
れ
、
軒
先
近
く
に
も
同
様
の
も

の

（
初
重
は
竜

頭
）
を
入
れ
る
が
、
こ
れ
は
隅
木
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
尾
垂
木
と
隅

木
に
は
大
仏
様
風
の
繰
形
が
付
く
。
こ
れ
に
対
し
四
重
以
上
は
、
大
斗
間
に
浮
彫
が

な
く
、
一
段
の
蛇
腹
形
の
先
に
桁
を
通
し
て
屋
根
石
を
置
く
。
大
斗
上
に
は
手
先
肘

木
を

出
し
て
桁
の
と
こ
ろ
に
尾
垂
木
を
入
れ
、
屋
根
石
に
は
隅
木
を
入
れ
て
お
り
、

尾
垂
木

と
隅
木
は
一
石
で
入
八
双
形
に
造
ら
れ
て
い
る
。
内
部
は
空
洞
と
し
た
空
筒

状
で
、
壁
に
沿
っ
て
狭
い
ら
せ
ん
階
段
を
設
け
て
い
る
。
な
お
、
大
斗
は
す
べ
て
斗

尻
が
広
が

っ

て

お

り
、
皿
斗
に
近
い
。

　

こ
の
よ
う
に
、
水
南
塔
は
初
重
～
三
重
と
四
重
以
上
と
の
手
法
が
異
な
り
、
四
重

以

上
に

は
後
補
の
手
が
加
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
建
立
年
代
に
つ
い

て

は
、
一
一
二
七
年
初
建
、
一
一
四
一
年
重
修
と
伝
え
る
の
で
、
四
重
以
上
は
二

四
一
年
の
修
理
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
な
お
、
各
重
の
大
斗
・
尾
垂
木
．
仏
寵

像
、
初
重
の
軸
部
足
元
・
立
像
な
ど
が
他
と
石
質
を
異
に
し
て
お
り
、
こ
の
点
に
も

疑
問
が
あ
る
。

　
4
　
三
峰
寺
塔
（
長
楽
県
）

　
＝
二
七
年
に
建
立
さ
れ
た
、
石
造
の
八
角
七
重
塔
で
あ
る
。
二
重
基
壇
上
に
建

ち
、
基
壇
嵌
石
に
は
格
狭
間
状
の
浮
彫
を
刻
む
。
積
石
式
で
、
初
重
と
二
重
以
上
と

の

手
法
が

少
し
異
な
り
、
初
重
は
柱
の
代
り
に
武
人
立
像
を
立
て
、
台
輪
形
の
上
に

三
段
の

蛇
腹
形
を
造
っ
て
軒
を
出
す
。
二
重
以
上
は
断
面
が
三
弁
か
ら
な
る
三
柱
式

と
し
、
柱
上
に
大
斗
を
置
き
、
蛇
腹
形
を
二
段
と
し
て
そ
の
間
（
一
手
先
）
に
通
肘

木
を
通
す
。
大
斗
上
に
は
手
先
肘
木
と
尾
垂
木
を
二
手
出
す
が
、
柱
間
の
中
間
に
も

一
手
だ

け

手
先
肘
木
を

出
し
て
お
り
、
控
め
な
が
ら
詰
組
の
形
式
を
と
る
。
軒
は
一

軒
の

板
石

と
し
て
隅
木
を
出
す
。
斗
は
斗
尻
が
広
が
り
、
尾
垂
木
に
は
大
仏
様
風
の

繰
形
を

付
け
て
お
り
、
下
段
尾
垂
木
と
二
手
先
肘
木
、
上
段
尾
垂
木
と
隅
木
が
そ
れ

ぞ
れ
一
石
で
入
八
双
形
に
造
ら
れ
て
い
る
。
二
手
先
と
一
手
先
の
違
い
は
あ
る
も
の

の
、
水
南
塔
の
四
重
以
上
と
同
じ
手
法
で
あ
る
。
屋
根
は
瓦
葺
形
と
す
る
。

　

壁
面

は
、
初
重
は
正
面
に
入
口
、
両
側
面
に
仏
寵
を
造
る
ほ
か
は
小
仏
を
刻
み
、

下
方

と
台
輪
形
に
は
浮
彫
を
付
け
る
。
二
重
以
上
は
二
面
を
入
口
、
ほ
か
六
面
を
仏

寵
と
す
る
が
、
入
口
の
あ
る
面
は
奇
数
階
と
偶
数
階
で
九
十
度
違
う
。
入
口
は
持
送

り
を
付
け
た
相
式
で
、
こ
れ
も
水
南
塔
の
四
重
以
上
と
似
て
い
る
。
仏
寵
は
火
灯
窓

形

で
、
二
重
以
上
は
下
方
に
蓮
座
状
が
、
上
方
に
は
藁
座
が
付
く
。
お
そ
ら
く
、
も

と
は
扉
を
設
け
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
周
囲
は
屋
根
上
を
回
り
縁
と
し
、
高
欄
を
立
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て

る
。
内
部
は
入
れ
な
か
っ
た
の
で
確
か
な
こ
と
は
分
か
ら
な
い
が
、
各
重
の
入
口

の

配
置
か
ら
見
る
と
崇
妙
保
聖
堅
牢
塔
と
同
じ
構
造
形
式
と
考
え
ら
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
三
峰
寺
塔
の
形
式
手
法
は
初
重
が
崇
妙
保
聖
堅
牢
塔
に
似
て
い
る

も
の
の
、
二
重
以
上
は
組
物
が
二
手
先
・
詰
組
の
木
造
手
法
に
近
い
造
り
と
な
っ
て

い
る
。

　
5
　
広
化
寺
塔
（
釈
迦
文
仏
塔
、
蒲
田
市
）

　
＝
六
五
年
に
建
立
さ
れ
た
、
石
造
の
八
角
五
重
塔
で
、
今
ま
で
見
て
き
た
七
重

塔
と
は
違
っ
て
横
幅
の
あ
る
比
例
を
示
し
て
い
る
。
柱
な
ど
は
一
石
で
造
ら
れ
て
お

り
、
積
石
式
で
は
な
く
組
立
式
と
で
も
い
っ
た
構
造
で
あ
る
。
軸
部
は
反
花
座
付
の

土
台
上
に
礎
盤
を
造
っ
て
三
柱
式
の
柱
を
立
て
、
柱
間
に
は
地
覆
．
方
立
．
貫
な
ど

を

造

り
、
正
面
・
背
面
・
両
側
面
に
入
口
、
ほ
か
四
面
に
仏
寵
（
初
重
は
背
面
も
仏

寵
）
を
設
け
、
八
面
と
も
戸
口
・
仏
寵
の
両
脇
に
仏
・
天
王
な
ど
の
立
像
を
彫
刻
す

る
。　

組
物
は
柱
上
に
大
斗
を

置
き
、
二
段
の
蛇
腹
形
を
造
っ
て
一
手
通
肘
木
．
丸
桁
を

通

し
、
大
斗
上
に
は
二
手
の
手
先
肘
木
・
尾
垂
木
を
、
中
間
に
も
二
手
先
肘
木
を
出

す
。
丸
桁
と
通
肘
木
に
は
拳
鼻
を
付
け
て
い
る
。
軒
は
一
軒
の
板
軒
で
、
隅
木
を
入

れ
、
屋
根
は
瓦
葺
形
と
す
る
。
尾
垂
木
と
拳
鼻
は
大
仏
様
風
の
繰
形
付
き
で
、
下
段

尾
垂
木

と
二
手
先
肘
木
、
上
段
尾
垂
木
と
隅
木
は
そ
れ
ぞ
れ
一
石
で
造
ら
れ
、
入
八

双
形
を
な

し
て
い
る
。
斗
は
斗
尻
が
広
が
り
、
皿
斗
に
近
い
。
蛇
腹
形
に
は
、
仏

像
・
花
葉
・
雲
な
ど
の
浮
彫
を
付
け
る
。
初
重
基
壇
に
は
雲
文
を
刻
ん
だ
高
欄
を
廻

ら
す
が
、
こ
れ
は
全
て
新
材
で
あ
る
。
二
重
以
上
は
屋
根
上
を
縁
と
す
る
が
、
高
欄

は

な
い
。
相
輪
は
石
造
の
も
の
を
立
て
る
が
、
近
年
に
整
備
し
た
も
の
ら
し
い
。
内

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

部
は
空
筒
状

と
さ
れ
て
い
る
が
、
確
認
は
し
て
い
な
い
。

　

こ
の
塔
は
柱
が
三
峰
寺
塔
と
同
じ
断
面
形
で
あ
る
が
、
一
石
で
造
ら
れ
て
い
る
点

が
異

な
り
、
柱
間
装
置
も
よ
り
木
造
の
手
法
に
近
い
。
組
物
も
三
峰
寺
塔
と
同
じ
方

式
で
は
あ
る
が
、
よ
り
二
手
先
に
近
い
。

　

6
　
崇
福
寺
応
庚
塔
（
蒲
田
市
）

　
宋
代
に
建
立
さ
れ
た
小
規
模
な
石
造
、
八
角
七
重
塔
で
、
各
重
ご
と
に
軸
部
・
組

物
・
軒
屋
根
を
数
石
か
ら
造
っ
て
い
て
、
内
部
に
空
間
が
な
い
実
心
式
で
あ
る
。
軸

部
に

は
、
三
柱
式
の
柱
、
頭
貫
・
方
立
、
扉
形
と
窓
形
（
各
重
と
も
四
面
ず
っ
）
が

造

り
出
さ
れ
、
縁
に
は
格
狭
間
が
刻
ま
れ
て
い
る
。
柱
上
に
は
皿
斗
状
の
大
斗
を
造

り
、
二
段
の
蛇
腹
形
・
桁
、
手
先
肘
木
を
造
り
出
す
。
軒
は
一
軒
で
、
垂
木
形
・
隅

木
形
を

造

り
出
し
、
屋
根
は
瓦
葺
形
と
す
る
。

　

こ
の
塔
は
柱
を
三
柱
式
と
し
、
組
物
を
二
手
先
式
と
す
る
な
ど
三
峰
寺
塔
・
広
化

寺
塔
と
似
た
と
こ
ろ
も
あ
る
。
軸
部
の
造
り
出
し
は
か
な
り
詳
細
で
木
造
の
手
法
を

よ
く
写
し
て
い
る
が
、
組
物
・
軒
は
部
材
が
大
き
す
ぎ
て
、
各
部
の
釣
り
合
い
が
取

れ
て

い

な
い
。
相
輪
は
石
造
で
、
四
輪
の
上
に
宝
蓋
を
上
げ
て
い
る
が
、
一
部
欠
失

し
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

　
7
　
瑞
雲
塔
（
福
清
県
）

　
石
造
の

八
角
七
重
塔
で
、
建
立
年
代
は
一
六
〇
六
年
と
明
代
に
下
る
が
、
形
式
手

法
は

三
峰
寺
塔
・
広
化
寺
塔
の
流
れ
を
汲
ん
で
い
る
。
広
化
寺
塔
と
同
じ
く
組
立
式

と
も
い
う
べ
き
も
の
で
、
狭
い
基
壇
上
に
礎
盤
を
置
い
て
柱
を
立
て
、
貫
形
を
造
る
。

柱
は
三
柱
式
で

あ
る
が
、
広
化
寺
塔
な
ど
と
は
違
っ
て
三
弁
が
同
じ
大
き
さ
で
は
な

い
。
組
物
は
柱
上
に
大
斗
を
置
き
、
二
段
の
蛇
腹
形
を
造
っ
て
そ
の
間
に
通
肘
木
を
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通

し
、
大
斗
上
に
入
八
双
形
・
大
斗
・
入
八
双
形
と
重
ね
、
中
間
に
は
二
個
所
に
一

手
先
の
肘
木
と
二
手
先
の
腕
木
を
出
し
て
い
る
。
基
本
は
三
峰
寺
塔
と
同
じ
で
あ
る

が
、
隅
で
は
尾
垂
木
と
手
先
肘
木
・
隅
木
と
の
区
別
が
付
か
な
い
入
八
双
形
に
な
っ

て

い

る
こ
と
、
一
手
先
に
も
大
斗
を
置
い
て
い
る
こ
と
、
平
で
は
二
手
の
手
先
肘
木

が
腕
木
状
に
な
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
、
本
来
の
形
式
を
忘
れ
て
退
化
し
た
も
の
に
な

っ

て

い

る
。
軒
は
一
段
の
板
軒
と
し
、
屋
根
上
は
縁
に
し
て
高
欄
を
回
す
。
七
重
の

屋
根
に
は
相
輪
で
は
な
く
、
石
造
の
宝
珠
を
上
げ
て
い
る
。

　
柱
間
は
、
初
重
は
正
面
を
入
口
、
ほ
か
七
面
を
仏
寵
、
二
重
以
上
は
二
面
を
入
口
、

ほ

か
六
面
を

仏
寵
と
し
て
お
り
、
入
口
の
向
き
は
奇
数
階
と
偶
数
階
で
異
る
。
こ
れ

は
崇
妙
保
聖
堅
牢
塔
や
三
峰
寺
塔
と
同
じ
で
、
内
部
の
造
り
も
同
じ
形
式
で
あ
る
。

　
8
　
開
元
寺
東
西
塔
（
泉
州
市
）

　
開
元
寺
の
東
西
両
塔
は
、
ほ
ぼ
同
じ
規
模
の
石
造
八
角
五
重
塔
で
、
構
造
形
式
も

ほ

と
ん
ど
同
じ
で
あ
る
が
、
細
部
の
手
法
が
少
し
異
な
る
。

　
西
塔

（仁
寿
塔
）
は
一
二
三
七
年
に
完
成
し
た
も
の
で
、
基
壇
上
に
礎
盤
を
置
い

て

円
柱
を
立
て
、
柱
頭
は
頭
貫
で
つ
な
ぐ
。
頭
貫
は
側
面
の
膨
ら
ん
だ
太
鼓
形
の
断

面
で
柄
状
の
木
鼻
が
付
き
、
柱
際
に
は
持
送
り
が
入
る
。
柱
間
に
は
貫
・
方
立
形
を

造

り
、
各
重
と
も
四
面
に
ア
ー
チ
形
の
入
口
、
残
る
四
面
に
仏
寵
を
造
っ
て
い
る
が
、

入

口
と
仏
寵
の
あ
る
面
は
奇
数
階
と
偶
数
階
で
四
十
五
度
ず
れ
る
。
入
口
・
仏
寵

の

両
脇
に
は
仏
像
の
浮
彫
が
付
く
。

　
組
物
は
二
手
先
、
詰
組
で
、
一
手
に
は
蛇
腹
形
軒
支
輪
を
入
れ
る
。
隅
で
は
隅
行

方
向
を
含
め
て
三
丁
の
手
先
肘
木
が
大
斗
上
か
ら
出
る
。
中
間
に
は
初
重
・
二
重
は

二
個
所
、
三
重
以
上
は
一
個
所
の
手
先
肘
木
を
出
し
て
丸
桁
を
支
持
す
る
。
隅
で
は

尾
垂
木
を
出
し
、
平
で
は
丸
桁
に
拳
鼻
が
付
く
。
斗
は
皿
斗
で
、
肘
木
に
は
笹
繰
り

が
付
き
、
尾
垂
木
と
拳
鼻
は
大
仏
様
の
繰
形
を
も
つ
。
軒
は
一
軒
で
隅
木
を
入
れ
、

垂
木
形
を
造
り
出
し
、
屋
根
は
瓦
葺
形
と
す
る
。
相
輪
は
金
属
製
で
、
宝
輪
は
七
輪

で

あ
る
が
、
日
本
の
も
の
に
近
い
。

　
内
部
は
、
断
面
図
に
よ
る
と
厚
い
外
壁
に
沿
っ
て
廊
下
が
回
り
、
中
心
に
太
い
心

柱
状
の

八
角
部
が
あ
る
心
柱
内
廊
式
で
、
廊
下
部
分
に
は
繋
虹
梁
が
入
り
、
五
重
で

は
梁
上
に
大
瓶
束
が

立

つ
。

　
東
塔
（
鎮
国
塔
）
は
西
塔
の
建
立
後
一
二
五
〇
年
に
完
成
し
た
。
軸
部
は
西
塔
と

ほ

と
ん
ど
同
じ
で
あ
る
が
、
組
物
が
少
し
異
な
る
。
二
手
先
、
詰
組
で
、
こ
ち
ら
は

五
重

ま
で
平
の
手
先
肘
木
が
二
丁
出
る
。
西
塔
と
違
う
点
は
、
隅
斗
棋
で
直
角
に
出

る
手
先
肘
木
が
大
斗
か
ら
離
れ
、
平
斗
棋
に
は
大
斗
が
な
く
、
一
手
・
二
手
と
も
手

先
肘
木
の
下
に
禅
宗
様
の
絵
様
肘
木
が
付
く
こ
と
、
一
手
先
に
通
肘
木
が
入
る
こ
と

で

あ
る
。
隅
に
尾
垂
木
、
平
に
は
拳
鼻
が
入
り
、
共
に
大
仏
様
の
繰
形
を
も
つ
こ
と

は

西
塔

と
変
ら
な
い
。
軒
、
屋
根
、
相
輪
、
内
部
は
西
塔
と
同
じ
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
開
元
寺
東
西
両
塔
は
応
化
寺
塔
と
同
じ
五
重
塔
で
、
全
体
の
形
式

や
比
例
は

よ
く
似
て
い
る
が
、
細
部
の
手
法
は
よ
り
木
造
に
近
く
、
内
部
の
構
造
も

異
る
。

　
9
　
六
勝
塔
（
晋
江
県
）

　
石
造
、
八
角
五
重
塔
で
、
構
造
形
式
や
比
例
は
開
元
寺
両
塔
と
よ
く
似
て
い
る
。

内
部
の
各
重
の
繋
虹
梁
に
一
年
ず
つ
異
る
年
紀
が
あ
り
、
二
三
二
九
年
に
完
成
し
た

こ
と
が
分
か
る
。
柱
は
円
柱
で
礎
盤
上
に
立
ち
、
柱
頭
に
は
頭
貫
が
入
る
。
頭
貫
が

太
鼓
形
断
面
で
柄
状
の
木
鼻
を
も
ち
、
持
送
り
が
入
る
点
は
開
元
寺
両
塔
と
全
く
同
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じ
で
あ
る
。
柱
間
に
は
貫
・
方
立
形
を
造
り
、
ア
ー
チ
形
の
入
口
と
仏
寵
を
各
四
面

に
設
け
、
脇
に
仏
像
の
浮
彫
を
付
け
る
の
も
変
ら
な
い
。

　
組
物
は
少

し
違
っ
た
と
こ
ろ
が
あ
っ
て
、
柱
上
に
蓮
弁
を
刻
ん
だ
円
盤
状
の
大
斗

を

置

く
。
二
手
先
、
詰
組
は
開
元
寺
東
塔
と
同
じ
で
あ
る
が
、
禅
宗
様
の
絵
様
肘
木

は

な
く
、
平
の
手
先
肘
木
は
斗
上
に
の
る
。
隅
で
側
柱
筋
と
直
角
に
出
る
手
先
肘
木

が

隅
大
斗
か
ら
大
き
く
離
れ
る
の
は
、
時
代
の
差
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
尾
垂
木

は

な
い
。
軒
・
屋
根
は
開
元
寺
両
塔
と
変
ら
な
い
。
相
輪
は
開
元
寺
両
塔
と
は
違
い

石
造

で
、
中
ほ
ど
に
宝
蓋
が
入
る
。
縁
に
は
高
欄
石
を
立
て
る
が
、
す
べ
て
新
補
材

で
あ
る
。

　
内
部
は
開
元
寺
両
塔
と
同
じ
心
柱
内
廊
式
で
、
太
鼓
形
断
面
の
繋
虹
梁
が
入
る
が
、

五
重
に

大
瓶
束
を
立
て
て
い
な
い
。

三
　
時
代
的
変
遷

　
福
建
省
地
方
の
古
塔
に
つ
い
て
全
て
を
実
見
し
た
わ
け
で
は
な
い
が
、
先
に
あ
げ

た
著
作
の
写
真
な
ど
も
参
考
に
し
て
、
形
式
手
法
と
く
に
軸
部
・
組
物
回
り
を
中
心

に
時
代
順
に
通
観

し
、
時
代
的
変
遷
を
推
測
し
て
み
る
。

　

こ
の
地
方
最
古
の
遺
構
で
あ
る
崇
妙
保
聖
堅
牢
塔
（
九
四
一
年
）
は
、
積
石
式
で

木
造
の

細
部
は
ほ

と
ん
ど
な
く
、
軒
・
屋
根
は
蛇
腹
形
だ
け
で
持
ち
出
し
て
い
る
。

わ
ず
か
に
木
造
の

細
部
を

表

し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
の
は
、
仏
寵
楯
の
火
灯
曲
線
、

高
欄
の
卍
字
崩
し
、
土
台
の
格
狭
間
く
ら
い
で
あ
ろ
う
。
組
物
を
造
ら
ず
蛇
腹
形
だ

け
と
し
た
塔
と
し
て
は
、
ほ
か
に
東
岩
塔
（
蒲
田
市
、
九
九
〇
年
）
と
関
鎖
塔
（
姑

媛
塔
．
万
寿
塔
、
一
一
三
一
～
六
二
年
）
が
あ
り
、
三
峰
寺
塔
（
一
一
二
七
年
）
も

初
重
だ

け
は
こ
の
形
式
を
と
っ
て
い
る
。
東
岩
塔
は
八
角
三
重
塔
で
、
蛇
腹
形
は
初

重
を

三
段
、
二
重
・
三
重
を
二
段
と
し
、
軸
部
に
は
柱
形
が
な
く
、
四
面
に
ア
ー
チ

式
の
入
口
を
設
け
て
い
る
。
関
鎖
塔
は
八
角
五
重
塔
で
、
各
重
と
も
蛇
腹
形
を
二
段

と
す
る
が
、
軸
部
に
は
三
柱
式
の
柱
を
造
り
、
柱
上
に
大
斗
を
置
く
点
が
崇
妙
保
聖

堅
牢
塔
・
東
岩
塔
と
は
異
な
り
、
木
造
に
近
い
手
法
で
あ
る
。
三
峰
寺
塔
も
柱
を
三

柱
式

と
す
る
の
は
先
に
見
た
と
お
り
で
あ
る
。
こ
う
し
て
み
る
と
、
蛇
腹
形
だ
け
で

軒
・
屋
根
を
持
ち
出
す
の
が
石
造
塔
本
来
の
形
式
手
法
で
あ
り
、
初
期
の
遺
構
に
用

い

ら
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
な
お
、
関
鎖
塔
で
は
壁
面
に
烏
居
形
を
組
ん
で
蛇
腹

形
を

受
け
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
後
世
の
補
強
で
あ
ろ
う
か
。

　
柱
を
円
柱
で
は
な
く
三
柱
式
の
断
面
と
す
る
の
は
、
三
峰
寺
塔
・
関
鎖
塔
の
ほ
か

広
化
寺
塔

（
一
一
六
五
年
）
・
崇
福
寺
塔
（
宋
代
）
に
み
ら
れ
、
　
こ
れ
と
似
た
も
の

と
し
て
は
円
柱
に
縦
溝
を
付
け
た
水
南
塔
（
二
二
七
年
）
、
や
や
形
の
崩
れ
た
瑞

雲
塔

（
一
六
〇

六
年
）
が
あ
る
。
こ
の
三
柱
式
の
柱
は
、
保
国
寺
大
雄
宝
殿
（
漸
江

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

省
寧
波
市
、
　
一
〇
一
三
年
）
に
み
ら
れ
る
「
爪
陵
柱
」
と
よ
ぶ
十
弁
形
の
柱
な
ど
と

関
連
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
水
南
塔
の
創
建
時
の
部
分
と
考
え
ら
れ
る
初
重
～
三
重
で
は
、
組
物
は
蛇
腹
形
と

し
な
が
ら
柱
上
に
大
斗
を
置
き
、
尾
垂
木
を
入
れ
て
い
る
。
後
補
と
思
わ
れ
る
四
重

以

上
は

蛇
腹
形
の
上
に
丸
桁
を
通
し
、
尾
垂
木
を
入
れ
、
軒
は
板
軒
と
し
て
隅
木
を

入
れ
て

い

る
。
こ
れ
ら
は
従
来
の
蛇
腹
形
を
踏
襲
し
な
が
ら
、
木
造
の
手
法
に
倣
っ

て

尾
垂
木
や
丸
桁
、
あ
る
い
は
軒
の
隅
木
を
加
え
た
も
の
で
、
木
造
手
法
の
要
素
が

少
な
い
初
重
～
三
重
の
方
が
古
式
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
か
ろ
う
。
三
峰
寺
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面
は
長
方
形
断
面
）
。
そ
の
ほ
か
の
塔
・
堂
は
長
方
形
断
面
の
も
の
で
あ
る
。
日
本

は

手
先
肘
木
を
入
れ
て
詰
組
と
し
、
広
化
寺
塔
で
は
さ
ら
に
拳
鼻
が
加
え
ら
れ
る
。

両
塔

と
も
蛇
腹
形
が
二
段
で
そ
の
間
に
通
肘
木
を
加
え
る
な
ど
、
三
峰
寺
塔
に
丸
桁

は

な
い
も
の
の
木
造
の
二
手
先
組
物
に
よ
り
近
い
手
法
で
あ
り
、
水
南
塔
の
四
重
以

上

と
同
じ
く
水
南
塔
の
初
重
～
三
重
に
続
く
手
法
と
い
え
よ
う
。
た
だ
し
、
尾
垂
木

は
手
先
肘
木
・
隅
木
と
一
体
に
な
っ
て
入
八
双
形
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
、
天

皇
寺
仙
塔
（
連
江
県
、
宋
代
）
に
も
似
た
手
法
が
み
ら
れ
る
。
天
皇
寺
仙
塔
は
石
造
、

八
角
形
平
面
で
現
在
は
二
重
ま
で
し
か
な
い
が
、
軸
部
は
柱
を
方
柱
と
し
、
組
物
は

蛇
腹
形
二
段
に

し
て
一
手
通
肘
木
と
丸
桁
を
僅
か
に
造
り
出
し
て
い
る
。
柱
上
に
は

太
鼓
形
を

し
た
大
斗
状
の
も
の
を
置
き
、
入
八
双
形
が
二
段
に
入
る
。
こ
の
入
八
双

形

は
、
三
峰
寺
塔
・
広
化
寺
塔
の
も
の
に
比
べ
る
と
、
尾
垂
木
と
手
先
肘
木
ま
た
は

隅
木
が
一
体
化
し
た
と
は
思
え
な
い
、
退
化
し
た
も
の
に
な
っ
て
い
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
今
ま
で
見
て
き
た
遺
構
の
う
ち
広
化
寺
塔
・
崇
福
寺
塔
・
天
皇
寺
仙

塔
の
三
塔
以
外
は
、
柱
形
を
造
り
出
し
て
は
い
る
も
の
の
、
壁
面
と
同
じ
大
き
さ
の

石
を

積
ん
で
造
っ
て
お
り
、
構
造
的
に
は
組
積
造
で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
。

し
か
し
、
小
規
模
な
崇
福
寺
塔
を
別
に
す
る
と
、
広
化
寺
塔
・
天
皇
寺
仙
塔
で
は
柱

を

縦
の

一
石
造

り
と
し
て
い
て
、
軸
組
構
造
的
な
要
素
も
入
っ
て
き
て
い
る
。
さ
ら

に
、
広
化
寺
塔
で
は
壁
面
も
積
石
式
で
は
な
く
、
大
き
な
石
か
ら
地
覆
・
腰
貫
・
内

法
貫
・
方
立
な
ど
を
造
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
構
造
的
に
も
よ
り
木
造
に
近
い
手

法

は
、
こ
の
あ
と
の
開
元
寺
西
塔
（
一
二
三
七
年
）
・
同
東
塔
（
一
二
五
〇
年
）
・
六

勝
塔

（
一
三
三
九

年
）
な
ど
で
も
っ
と
進
ん
だ
も
の
を
見
る
こ
と
に
な
る
。

　
開
元
寺
東
西
両
塔
で
は
円
柱
を
太
鼓
形
断
面
の
頭
貫
で
つ
な
ぎ
、
壁
面
は
広
化
寺

塔
と
同
じ
く
貫
や
方
立
を
造
っ
て
お
り
、
頭
貫
に
は
柄
状
の
木
鼻
も
付
い
て
い
て
、

木
造
の
手
法
を
忠
実
に
表
し
て
い
る
。
六
勝
塔
も
ほ
と
ん
ど
同
じ
で
あ
る
が
、
壁
面

の

貫
・
方
立
は
積
石
式
と
し
て
お
り
、
材
料
を
節
約
し
た
も
の
か
と
思
わ
れ
る
。
こ

の

三
塔
の
組
物
は
前
述
し
た
三
峰
寺
塔
の
二
重
以
上
や
広
化
寺
塔
の
手
法
が
さ
ら
に

進
化
し
た
も
の
で
、
木
造
と
ほ
と
ん
ど
変
わ
ら
な
い
二
手
先
の
詰
組
形
式
を
と
っ
て

い

て
、
隅
で
三
丁
、
平
で
二
丁
の
手
先
肘
木
が
出
る
（
た
だ
し
、
開
元
寺
西
塔
の
三

重
以
上
は
平
が
一
丁
だ
け
）
。
以
前
の
蛇
腹
形
は
な
く
な
り
、
　
一
手
目
に
軒
支
輪
状

の

も
の
が
入
り
、
一
手
通
肘
木
（
開
元
寺
西
塔
に
は
な
い
）
・
丸
桁
が
通
り
、
丸
桁

に
は
拳
鼻
が
付

く
。
開
元
寺
東
塔
で
は
平
の
手
先
肘
木
下
に
絵
様
肘
木
が
加
わ
る
。

六
勝
塔
は
隅
大
斗
が

異
形
で

あ
る
が
、
平
の
手
先
肘
木
下
に
も
斗
が
入
る
。
開
元
寺

西
塔
に
比
べ
る
と
、
同
東
塔
、
六
勝
塔
の
順
で
隅
の
直
角
に
出
る
手
先
肘
木
が
隅
行

の

も
の
か
ら
離
れ
て
い
き
、
時
代
差
を
感
じ
さ
せ
る
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
福
建
省
の
石
造
塔
は
初
め
（
五
代
末
～
北
宋
頃
）
は
石
造
本
来

の

構
造
で

あ
る
組
積
造
で
組
み
上
げ
ら
れ
、
軸
部
上
に
蛇
腹
形
の
持
ち
出
し
を
造
っ

て

屋
根
を
支
持
し
て
い
た
。
そ
の
後
（
南
宋
頃
）
次
第
に
木
造
の
手
法
を
取
り
入
れ

る
よ
う
に
な
り
、
蛇
腹
形
に
斗
・
肘
木
・
尾
垂
木
・
桁
な
ど
が
加
わ
っ
て
組
物
ら
し

く
な
る
。
軸
部
も
柱
な
ど
を
一
石
で
造
り
、
軸
組
構
造
の
要
素
が
入
っ
て
き
た
。
三

柱
式
の
柱
は
こ
の
頃
に
み
ら
れ
る
。

　
時
代
が
下
る
と
（
元
代
頃
）
、
木
造
手
法
や
軸
組
構
造
の
傾
向
は
さ
ら
に
進
み
、

組
物
は
木
造
と
ほ
と
ん
ど
変
わ
ら
な
い
二
手
先
・
詰
組
と
な
り
、
軸
部
は
円
柱
に
頭

貫
を

組
む

よ
う
に
な
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
ら
以
外
の
形
式
手
法
を
も
つ
も
の
も

あ
る
し
、
瑞
雲
塔
の
よ
う
に
明
代
で
も
南
宋
頃
の
形
式
を
踏
襲
す
る
も
の
も
あ
っ
て
、
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一
概
に
論
じ
ら
れ
な
い
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

　
つ
ぎ
に
、
内
部
構
造
に
つ
い
て
も
少
し
ま
と
め
て
お
こ
う
。
崇
妙
保
聖
堅
牢
塔
・

三
峰
寺
塔
・
瑞
雲
塔
は
積
石
の
塊
り
の
中
に
狭
い
階
段
が
設
け
ら
れ
て
い
る
石
柱
蔵

梯
式
で
あ
る
。
階
段
は
矩
折
り
で
各
階
交
互
に
設
け
ら
れ
て
い
て
、
上
階
へ
上
る
と

外
へ
出
て
縁
を
半
周
し
、
反
対
側
の
入
口
か
ら
逆
方
向
の
矩
折
り
の
階
段
を
上
る
。

水
南
塔
・
定
光
寺
白
塔
は
厚
い
壁
の
内
部
が
空
洞
に
な
っ
て
い
る
空
筒
状
で
、
ら
せ

ん

状
に
階
段
が

設
け

ら
れ
て
い
る
。
階
段
は
水
南
塔
が
石
造
、
定
光
寺
白
塔
が
木
造

で

あ
る
。
実
見
し
て
い
な
い
が
、
広
化
寺
・
関
鎖
塔
も
こ
の
方
式
と
い
う
。
小
規
模

な
崇
福
寺
塔
は
日
本
の
石
造
塔
と
同
じ
で
、
こ
れ
を
実
心
塔
と
よ
ん
で
い
る
。
開
元

寺
両
塔
・
六
勝
寺
塔
は
厚
い
外
壁
と
太
い
心
柱
状
の
部
分
と
の
間
に
八
角
環
状
の
廊

下
が

あ
る
心
柱
内
廊
式
で
、
六
勝
塔
で
み
る
と
、
階
段
は
鉄
製
の
も
の
が
廊
下
に
設

け
ら
れ
て
い
る
。

　

『
中
国
古
代
建
築
技
術
史
』
で
は
構
造
発
展
過
程
と
し
て
、
実
心
塔
ー
石
柱
蔵

梯
式
－
空
筒
状
ー
心
柱
内
廊
式
の
順
と
し
て
お
り
、
実
心
塔
を
除
い
て
は
遺
構

が

ほ
ぼ
そ

の

時
代
順
に
並
ぶ
。
し
か
し
、
実
心
塔
に
つ
い
て
は
、
規
模
の
大
小
に
関

係
す
る
も
の
で
あ
り
、
時
代
的
変
遷
に
は
あ
ま
り
関
係
し
な
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

な
お
、
開
元
寺
両
塔
・
六
勝
塔
で
は
各
階
の
廊
下
に
繋
虹
梁
を
入
れ
て
お
り
、
心
柱

内
廊
式
は
内
部
も
木
造
に
近
い
構
造
と
い
え
る
。

四
　

日
本
の
建
築
様
式
と
の
比
較

最
後
に
、
福
建
省
地
方
に
現
存
す
る
遺
構
に
は
、
日
本
の
大
仏
様
の
要
素
が
ど
れ

だ
け
認
め

ら
れ
る
の
か
、
こ
の
点
に
つ
い
て
い
ま
ま
で
見
て
き
た
古
塔
の
ほ
か
に
二
、

三
の

仏
堂
も
加
え
て
検
討
し
て
み
た
い
。
木
造
の
細
部
を
も
つ
も
の
の
う
ち
、
塔
の

遣
構
で
は
、
十
一
世
紀
の
湧
泉
寺
千
仏
塔
、
十
二
世
紀
の
水
南
塔
・
三
峰
寺
塔
・
広

化
寺
塔
の
ほ
か
、
正
確
な
年
代
は
分
か
ら
な
い
が
ほ
ぼ
同
じ
頃
の
崇
福
寺
塔
、
時
代

は

少
し
下
る
が
木
造
の
細
部
を
最
も
多
く
も
つ
十
三
世
紀
の
開
元
寺
両
塔
、
十
四
世

紀
の
六
勝
塔
も
加
え
る
。
仏
堂
と
し
て
は
、
重
源
が
目
に
し
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ

る
華
林
寺
大
殿
（
福
州
市
、
九
六
四
年
）
と
元
妙
観
三
清
殿
（
蒲
田
市
、
一
〇
一
五

年
）
を
取
り
上
げ
る
。
華
林
寺
大
殿
は
桁
行
三
間
、
梁
間
四
間
、
入
母
屋
造
で
、
近

年
解
体
修
理
が
行
わ
れ
整
備
さ
れ
て
い
る
。
元
妙
観
三
清
殿
は
後
世
の
改
修
・
拡
張

が

あ
っ
て
不
明
な
点
も
多
い
が
、
桁
行
三
間
、
梁
間
四
間
、
切
妻
造
で
あ
っ
た
ろ
う

と
思
わ
れ
る
。
以
下
、
軸
部
・
組
物
・
軒
・
架
構
等
に
つ
い
て
順
を
追
っ
て
見
て
い

く
こ
と
と
す
る
。

　

1
　
軸
　
　
部

　
柱

は
、
塔
で
は
十
二
世
紀
の
も
の
が
三
柱
式
断
面
ま
た
は
縦
溝
付
で
あ
る
。
日
本

の

大
仏
様
の
遺
構
で
は
、
花
弁
形
や
集
成
材
の
柱
は
使
わ
れ
て
い
な
い
。
仏
堂
の
方

は

二
棟
と
も
円
柱
で
、
華
林
寺
大
殿
に
は
明
瞭
な
胴
張
り
が
あ
る
。
日
本
の
大
仏
様

に

も
僅
か
な
胴
張
り
が
あ
る
が
、
華
林
寺
大
殿
の
そ
れ
は
法
隆
寺
金
堂
な
ど
に
近
い
。

な
お
、
胴
張
り
は
崇
妙
保
聖
堅
牢
塔
に
も
認
め
ら
れ
る
。
ま
た
、
塔
に
は
柱
下
に
礎

盤
を

入
れ
た

も
の
が
多
い
が
、
堂
に
は
な
い
。
日
本
で
は
礎
盤
が
禅
宗
様
の
手
法
で

あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

　
頭
貫
は
開
元
寺
両
塔
と
六
勝
塔
が
側
面
に
膨
ら
み
を
も
つ
も
の
で
、
柄
状
の
木
鼻

が

付
く
。
華
林
寺
大
殿
で
も
、
正
面
に
は
同
様
の
頭
貫
が
使
わ
れ
て
い
る
（
ほ
か
三
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塔
の
二
重
以
上
や
広
化
寺
塔
も
水
南
塔
の
四
重
以
上
と
似
て
い
る
が
、
三
峰
寺
塔
で

の

大
仏
様
は
頭
貫
は
違
う
が
、
梁
は
断
面
が
円
ま
た
は
側
面
に
膨
ら
み
を
も
つ
も
の

で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
と
似
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

　

2
　
組
　
　
物

　
塔
で

は
、
七
塔
す
べ
て
が
柱
上
に
組
物
を
組
ん
で
お
り
、
し
か
も
、
詰
組
ま
た
は

そ
れ
に
近
く
、
明
ら
か
に
詰
組
で
な
い
の
は
水
南
塔
と
崇
福
寺
塔
だ
け
で
あ
る
。
華

林
寺
大
殿
の

正
面

と
玄
妙
観
三
清
殿
も
詰
組
で
あ
っ
て
、
日
本
の
大
仏
様
の
大
き
な

特
徴
で
あ
る
挿
肘
木
は
み
ら
れ
な
い
。
詰
組
の
場
合
、
日
本
の
禅
宗
様
で
は
必
ず
台

輪
を

用
い
て
い
る
が
、
福
建
省
の
場
合
は
台
輪
を
用
い
ず
、
代
り
に
頭
貫
を
太
く
し

て

中
間
の
斗
棋
を
置
い
た
も
の
ら
し
い
。

　
手

先
は
、
塔
の
場
合
は
湧
泉
寺
千
仏
塔
が
四
手
先
、
ほ
か
は
水
南
塔
の
四
重
以
上

を
除
い
て
二
手
先
ま
た
は
二
手
先
風
で
あ
る
。
華
林
寺
大
殿
・
玄
妙
観
三
清
殿
は
四

手
先

で
、
こ
れ
は
通
肘
木
を
二
手
先
に
し
か
通
さ
ず
、
三
手
・
四
手
を
尾
垂
木
で
持

ち

出
す
方
式
で
、
『
営
造
方
式
』
な
ど
に
み
ら
れ
る
宋
の
様
式
と
は
少
し
違
い
、
仏

光
寺
大
殿

（
山

西
省
五
台
山
、
八
五
七
年
）
な
ど
に
近
い
。

　
斗
の
形
状
は
、
塔
・
堂
と
も
皿
斗
あ
る
い
は
斗
尻
が
広
が
っ
た
皿
斗
に
近
い
も
の

で
、
こ
の
点
は
日
本
の
大
仏
様
に
似
て
い
る
。
肘
木
は
日
本
の
和
様
の
も
の
が
多
い

が
、
開
元
寺
両
塔
・
六
勝
塔
や
華
林
寺
大
殿
で
は
笹
繰
り
を
取
っ
て
い
る
。
玄
妙
観

三
清
殿
は
下
端
に
幾
つ
か
の
角
が
で
き
る
、
『
営
造
方
式
』
に
い
う
「
四
弁
巻
殺
」
式

の
も
の
で
あ
る
。

　
尾
垂
木
は
、
塔
で
は
水
南
塔
・
三
峰
寺
塔
・
広
化
寺
塔
・
開
元
寺
両
塔
の
隅
に
あ

り
、
い
ず
れ
も
大
仏
様
繰
形
に
似
た
形
を
し
て
い
る
。
水
南
塔
・
三
峰
寺
塔
・
広
化

寺
塔
で
は
、
こ
の
尾
垂
木
が
手
先
肘
木
や
隅
木
と
一
石
で
造
ら
れ
、
入
八
双
形
を
な

し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
東
大
寺
南
大
門
・
同
鐘
楼
の
入
八
双
形
隅
木
と
酷
似
し
て
い

る
。
華
林
寺
大
殿
の
尾
垂
木
も
大
仏
様
繰
形
に
近
い
が
、
玄
妙
観
三
清
殿
の
も
の
は

違
う
。

　
丸
桁
は

七
塔
す
べ
て
が
長
方
形
断
面
の
も
の
で
、
華
林
寺
大
殿
も
丈
の
高
い
長
方

形
で
斗
が
直
接
か
み
込
ん
で
お
り
、
日
本
で
い
え
ぽ
鎌
倉
地
方
系
の
禅
宗
様
に
近
い
。

玄
妙
観
三
清
殿
は
円
形
断
面
の
も
の
で
、
実
肘
木
が
入
っ
て
い
る
か
ら
、
こ
れ
だ
け

は
大
仏

様
に
近
い
。
広
化
寺
塔
・
開
元
寺
両
塔
・
六
勝
寺
塔
で
は
丸
桁
に
拳
鼻
が
付

き
、
こ
れ
は
ま
さ
に
大
仏
様
の
も
の
で
あ
る
。
開
元
寺
東
塔
で
は
さ
ら
に
一
手
・
二

手
の

手
先
肘
木
下
に
持
送

り
状
の
も
の
が
入
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
逆
に
禅
宗
様
の

木
鼻
そ

の

も
の
と
い
え
る
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
組
物
は
基
本
的
に
は
禅
宗
様
の
詰
組
で
あ
っ
て
、
挿
肘
木
は
見

当
ら
な
い
。
細
か
い
点
で
は
、
皿
斗
や
尾
垂
木
・
拳
鼻
の
繰
形
が
大
仏
様
で
あ
り
、

大
仏
様
の
入
八
双
形
隅
木
の
原
形
と
み
ら
れ
る
も
の
も
あ
っ
て
、
大
仏
様
の
要
素
も

多
い
。
し
か
し
、
肘
木
に
笹
繰
り
を
も
つ
も
の
が
あ
り
、
一
例
で
は
あ
る
が
禅
宗
様

の
木
鼻

も
一
緒
に
使
わ
れ
て
い
る
な
ど
、
両
者
の
要
素
を
明
確
に
分
け
て
考
え
る
に

は
無
理
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
挿
肘
木
と
遊
離
尾
垂
木
は
大
仏
様
に
お
け
る
大
き
な
特
徴
で
あ
る
が
、

こ
れ
ま
で
見
て
き
た
塔
・
仏
堂
に
は
両
者
と
も
見
当
ら
な
い
。
組
物
は
す
べ
て
柱
の

上
に
組

ま
れ
て
お
り
、
多
く
は
詰
組
と
し
て
丸
桁
の
中
間
支
点
を
造
っ
て
い
る
か
ら
、

挿
肘
木
と
は
な
ら
ず
、
遊
離
尾
垂
木
を
入
れ
る
余
地
は
な
い
。
こ
こ
に
挙
げ
た
以
外

で

は
、
崇
福
寺
大
殿
（
明
代
）
な
ど
後
世
の
遺
構
に
は
挿
肘
木
に
近
い
手
法
が
み
ら
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れ

る
も
の
も
あ
る
が
、
日
本
の
大
仏
様
ほ
ど
明
快
で
は
な
い
。
一
方
、
遊
離
尾
垂
木

の

方
は
全
く
み
ら
れ
な
い
よ
う
で
あ
る
。

　

3
　
軒
そ
の
他

　

軒
に
つ
い
て
は
、
塔
で
垂
木
形
を
造
り
出
し
て
い
る
の
は
湧
泉
寺
双
塔
・
崇
福
寺

塔
・
開
元
寺
両
塔
・
六
勝
塔
で
、
い
ず
れ
も
出
の
少
な
い
一
軒
と
し
、
垂
木
は
扁
平

で

あ
る
。
垂
木
配
置
に
つ
い
て
は
、
八
角
形
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
ほ
と
ん
ど
指
垂

木
に
見
え
る
。
仏
堂
で
は
、
華
林
寺
大
殿
が
一
軒
、
隅
扇
垂
木
、
垂
木
は
や
は
り
扁

平

で
、
端
隠
板
を
打
っ
て
い
る
。
玄
妙
観
三
清
殿
も
後
世
拡
張
さ
れ
た
部
分
で
見
る

か
ぎ
り
同
様
で
あ
り
、
ほ
か
の
後
世
の
堂
で
も
ほ
と
ん
ど
が
同
じ
形
式
で
あ
る
。
し

た
が
っ

て
、
垂
木
が
扁
平
で
あ
る
点
を
除
く
と
、
日
本
の
大
仏
様
と
変
わ
ら
な
い
。

入
八
双
形
隅
木
の
原
形
と
も
み
れ
る
も
の
が
あ
る
こ
と
は
前
に
述
べ
た
。

　
架
構
に
つ
い
て
は
、
塔
で
は
開
元
寺
両
塔
・
六
勝
寺
塔
に
頭
貫
と
同
様
の
膨
ら
み

の

あ
る
虹
梁
が
み
ら
れ
、
華
林
寺
大
殿
・
玄
妙
観
三
清
殿
で
も
虹
梁
は
や
は
り
日
本

の

大
仏
様

と
似
た
も
の
が
使
わ
れ
て
い
る
。

　

以
上
を
ま
と
め
て
み
る
と
、
福
建
省
の
五
代
末
か
ら
元
代
に
か
け
て
の
塔
と
仏
堂

に

お

い

て
、
大
仏
様
も
し
く
は
そ
れ
に
似
た
手
法
で
広
く
用
い
ら
れ
て
い
る
の
は
、

虹
梁
・
木
鼻
の
繰
形
・
皿
斗
・
一
軒
隅
扇
垂
木
・
端
隠
板
・
入
八
双
形
隅
木
く
ら
い

で

あ
る
。
貫
は
も
ち
ろ
ん
使
わ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
大
仏
様
、
禅
宗
様
ど
ち
ら
と

も
い
え
る
も
の
で
は
な
い
。
反
対
に
禅
宗
様
も
し
く
は
そ
れ
に
近
い
手
法
と
し
て
は
、

組
物
の
基
本
構
成
と
詰
組
、
礎
盤
が
あ
る
。
そ
し
て
、
大
仏
様
の
最
も
特
徴
的
な
遊

離
尾
垂
木
は
全
く
み
ら
れ
ず
、
同
じ
く
挿
肘
木
も
使
わ
れ
て
い
な
い
。
少
な
く
と
も
、

大
仏
様
の
原
形
と
い
い
き
れ
る
遺
構
は
見
当
ら
な
い
こ
と
に
な
る
。

註（
1
）
　
博
造
二
基
の
う
ち
、
定
光
寺
白
塔
は
九
〇
四
年
木
造
で
創
建
さ
れ
、
一
五
四
八
年
現
　
鋤

　
　
状
の
よ
う
に
博
造
に
改
築
さ
れ
た
も
の
で
、
内
部
に
は
木
造
部
分
が
残
る
。

（
2
）
　
『
中
国
古
塔
精
華
』
に
よ
る
と
石
宝
寺
塔
（
蒲
田
市
、
明
代
末
期
）
が
そ
う
で
、
現

　
　
在
は
塔
身
部
分
だ
け
が
残
る
。

（
3
）
　
形
式
の
分
類
に
つ
い
て
は
『
中
国
古
塔
』
（
羅
哲
文
）
に
ょ
る
。

（
4
）
　
『
中
国
古
代
建
築
技
術
史
』
に
よ
る
。

（
5
）
　
保
国
寺
大
雄
宝
殿
で
は
、
粗
い
胡
麻
穀
決
り
と
も
い
え
る
十
弁
式
の
柱
が
使
わ
れ
て

　
　
い
る
。
『
中
国
古
代
建
築
技
術
史
』
に
よ
る
と
、
こ
の
柱
は
　
木
造
り
の
爪
陵
柱
と
、

　

幾
つ
か
の
材
を
組
み
合
わ
せ
た
貼
稜
柱
・
四
排
稜
柱
と
が
あ
る
。
ま
た
、
開
元
寺
大
雄

　
　
宝
殿
（
泉
州
市
、
　
一
三
八
九
年
）
に
も
同
じ
ょ
う
な
石
造
の
柱
が
み
ら
れ
る
。

　
今
回
の
調
査
は
浅
川
滋
男
氏
（
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
）
と
二
人
で
行
っ
た
も
の
で
、

同
氏
に
は
い
ろ
ん
な
面
で
お
世
話
に
な
っ
た
。
末
筆
な
が
ら
、
感
謝
の
意
を
表
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
情
報
資
料
研
究
部
）



Ancient　Pagoda　in　Fuchien　Province，　China

HAMAsHIMA　Masaji

　　Fuchien　Province　in　China　is　considered　to　have　very　deep　connections　with　the

Daibustu・yo　style　of　architecture　which　was　introduced　to　Japan　on　the　occasion　of　the

reconstruction　of　T6daiji　Temple　in　the　early　Middle　Ages，　and　which　exerted　a　strong

influence　on　Japanese　architecture　thereafter．　The　author　looks　through　the　structural

types　and　styling　techniques　of　ancient　Pagoda　erected　from　the　10th　to　17th　centuries

and　still　remaining　in　Fuchien　Province．　He　also　looks　into　their　relationship　with　the

Daibustu－yo　together　with　other　Buddhist　structures　remaining　from　the　12th　century

or　earlier．
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写真2　同内部 写真1　崇妙保聖堅牢塔

写真3　1iiい重



写真4　東岩塔

写真5　湧泉寺塔

写真6　同二重



写真8　同初重～：重

写真7　水南塔

写真9　同四重細部



写真11　同初重～四華 写真｜0　・：峰寺塔

写真12　同章細部
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写真14　同初重 写真13　広化寺塔

写真15　同初重細部



写真16　崇福寺塔
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写真18　関鎖塔

天皇寺仏塔



写真20　開元寺西塔：

写真21同二重



写真23　同初重

写真22　開元寺東塔

写真24　11i】初重細部



写真26　同内部 写真25　六勝塔

写真27　11il初重



写真28　定光寺白塔

写真29　同内部



写真31　同初重・頃： 写真30瑞雲塔

饗

写真32　同初重細部



写真34　安海寺白塔

鱒露

写真33　六角五重塔
　　　　（名‡4、：不辛羊）



写真35　華林寺大殿

写真36　同部分

写真37　1司内部
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写真38　玄妙観三清殿組物

写真39　同架構


